














那須まちづくり公社・那須町 視察行程表

往路　5/22(水)

9:40 集合

9:44 発 南船橋行

ＪＲ武蔵野線 

10:04 着

10:10 発 大宮行

JR京浜東北線

10:21 着

10:36 発

ＪＲ新幹線おまびこ207号・仙台行

11:19 着

11:35 発

ＪＲ宇都宮線 黒磯行

11:40 着

11:53 発

ＪＲ東北線 新白河行

12:02 着

13:00 開始 ③

15:00 終了 ④

ＪＲ東北線 新白河行

※少額切符のため領収証ナシ(@200円切符×往復×4名×2日間)

領

収

証

ナ

シ

※

領

収

証

 

①

南浦和駅

領

収

証

ナ

シ

※

新秋津駅

大宮駅

黒田原駅

黒磯駅

那須塩原駅

那須まちづくり広場

黒田原駅

黒磯駅



復路　5/23(木)

9:08 発

ＪＲ東北線 新白河行

9:17 着

徒歩5分

9:30 着

11:45 終了 栃木県那須郡那須町寺子丙3-13

12:49 発

ＪＲ宇都宮線 黒磯行

12:58 着

13:00

13:30

13:47 発

ＪＲ宇都宮線 宇都宮行

13:52 着

14:03 発

ＪＲ新幹線なすの276号 東京行

14:51 着

15:09 発

ＪＲ京浜東北線 蒲田行

15:21 着

15:30 発

ＪＲ武蔵野線・府中本町行

15:50 着

※少額切符のため領収証ナシ(@200円切符×往復×4名×2日間)

領

収

証

ナ

シ

※

領

収

証

ナ

シ

※

那須塩原図書館視察(自由視察)

黒田原駅

黒磯駅

黒田原駅

那須町役場

南浦和駅

新秋津駅

領

収

証

 

①

黒磯駅

那須塩原駅

大宮駅

黒磯駅





1 

 

清瀬市公明党会派 視察研修報告【研修費】 

政務活動費収入支出整理簿 【整理番号 １】 

参加議員 ４名（会派全員） 

支出 102,400 円（交通宿泊参加費含む 4 名分） 

 

 

■視察名：廃校舎を利用した街づくり拠点施策 

■視察地：那須まちづくり広場 

■日 時：令和６年５月２２日（水）午後１時～午後３時 

 

■研修費：２０,０００円（一名:５，０００円×４名）※交通宿泊費・振込料除く 

■資料代：２,２００円（一冊:５５０円×４名） 

 

 

■視察目的 

地方都市は高齢化と少子化により行政運営が年々厳しくなっている。それに伴

い、昭和の高度成長期に作られた公共施設の再編成が喫緊の課題として取り組

まれている。 

 

本市においても公共施設の再編はすでに検討され、中でも小中学校の再編は再

編の中心テーマともなっている。廃小学校を地域再生の拠点として再整備した

那須塩原市をケーススタディとして視察した。 

 

 

 

■視察内容 

かつての小学校を「廃校舎を利用した街づくり」の目的で再生した“那須まち

づくり広場”。那須町では旧朝日小学校の廃校に伴い、その跡地利用として一

般社団法人コミュニティネットワーク協会が少子高齢社会における地域再興拠

点として那須町から有償にて借り受けることになった。 

 

校庭含む学校敷地全体をひとつのコミュニティとして新たに設計し直したとの

ことで、校舎の一部、校庭、学校裏のプール部分が住居スペースになっている。

下図①の囲みのあるところはすべて居住スペース。校庭では現在も施設(サ高

住)を建設中だった。 

 

校舎だった施設の概要(※図➁)。校舎は 2 階建てで、現在 1 階部分は食事や物

販、また福祉スペース、その他様々な用途のためのスペースとなっており、2 階

部分はテナントと居住スペースとして利用されている。 
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図① 

 
 

図➁ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/d/d/dd03f46b.jpg
https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/4/4/44c8f1ea.jpg
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この施設は生活のための全ての機能が揃った施設で、当然のことながら食事や

喫茶コーナーもある。 

 

「地域の食卓もりもり」(※下写真)は、かつて保健室と廊下だったところで、

過度な内装ではなく、むきだしのコンクリートを生かした現代風のデザインを

基調としている。 

 

 
 

 
 

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/8/0/80c60b75.jpg
https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/f/b/fb810018.jpg
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レストランの隣は、お土産や食材を中心とした物販コーナー「楽校 DEマルシ

ェ」(※下写真)。ここは以前昇降口だったところ。学校の昇降口は新しい施設

でもメインエントランスになりそうだが、この施設のメインエントランスは、

最も道路に近い施設の端、おそらくかつては体育館との通用口だったところが

メインの入り口になっている。 

 

 
 

 

同じく一階フロアには、多目的の会議室があり、この部屋は「音楽工房 LaLa ら

うむ」とガラス扉で仕切られており、工房に展示された楽器がさながら楽器店

のショーウインドウのようだった。 

 

また、この部屋に面した廊下は、「ブックギャラリーLaLa いくた」(※次頁上写

真)廊下図書室になっている。 

 

「交流ホール・ひろばのひろば」の向かいは、元給食の配膳室だったスペース

を利用した「アートギャラリーLaLa えすぱす」(※次頁下写真)で、様々な町民

手作りの作品が飾られていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/e/4/e488526c.jpg
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https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/9/8/980aa055.jpg
https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/8/2/826e26bd.jpg
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施設の 2 階東側は居住スペース「ひろばの家・那須 3」(※下写真)。ここは通常

の賃貸住宅で、単身からご家族向けまで 13 戸ある。以前は教室だったところを

利用している。 

 

 

 
 

 
 

同じく二階には簡易宿泊スペース「ゲストハウス・あさひのお宿」(※次頁写

真)がある。それぞれの部屋に二段ベッドが 2 セットあり、入り口と逆側、つま

り部屋奥はそれぞれの廊下で繋がっている。1 泊一人 3,500 円の設定となってい

る。 

 

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/5/9/59ef841f.jpg
https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/6/4/6406147c.jpg
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施設の外、かつて校庭だったところは、多世代向け一般住宅「ひろばの家・那

須 1」(※図①の左下部分)。部屋の中はバリアフリーで床は完全にフラット。分

譲の集合住宅となっている。 

 

 
 

 

 

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/a/3/a3118cb0.jpg
https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/3/4/3436d49e.jpg


8 

 

同じく施設の外、かつて校舎裏にあった室内プールをサ高住に改築した「ひろ

ばの家・那須 2」(※下写真と図①の右上部分)。室内プールだっただけあり天井

も高く、圧迫感のない施設となっている。60 歳からの介護を重視した家で、完

全個室の全 26 室、24 時間スタッフ在住。「生活リハビリ」という考え方を取り

入れた施設。 

 

 
 

現在も、「ひろばの家・那須 1」の 2 期工事が行われている(※次頁写真)。ここ

は多世代向け一般住宅で、この施設全体にとって平均年齢を下げる施設となる。 

 

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/6/2/62138ecd.jpg
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少子高齢化の街をその小学校跡地を利用して再興するという試みは、大変に有

益であり、さらに民間の力でそれを推進していくという仕組みは大変に参考に

なった。 

 

 
 

  

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/c/a/ca8e5d8b.jpg
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■視察名：「ＮＡＳＵＭＡＣＨＩ議会だより」について 

■視察地：栃木県那須町 

 

議会 

■日 時：令和６年５月２３日（木）午前９時３０分～午前１１時４５分 

 

 

■研修費：なし 

■資料代：なし  

 

■視察目的：市民に広かれた議会、そして議会の市民認知を高める取り組みとして

議会報の充実があげられる。那須町では議会として議員から編集委員を

募り、編集のすべてを議員が行っている。 

本市では、議会報は議会事務局の手に委ねている。本市議会でも議員に

よる議会報の編集というテーマは従前よりあがっている。今後の参考と

して視察を行った。 

 

■内 容 

那須町議会では、議会内に〝議会広報特別委員会〟を設置し、議会報の

編集をすべて議員の手によって行っている。視察では委員会の関委員長

他、委員の方総出でご対応頂いた。 

 

 
 

那須町議会はそもそも議会改革へ熱心に取り組んでいる。この議会報も

いかに町民の皆様に議会についてご理解頂くかという課題の中から出て

きた取り組みとのこと。 

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/b/c/bce23a3f.jpg
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編集や紙面構成など、すべて事務局や業者任せにせず、かなり踏み込ん

だ部分まで議員でやられているとのことだった。 

 

議会報そのものの単価となる印刷費などは、もちろん印刷部数によって

変わるため、本市との直接の比較は難しいが、配布は清瀬市の場合シル

バー人材センターへ委託しているが、那須町の場合は基本的には自治会

に加入者向けに無償でお願しているそうで、やはり自治会への加入率も

清瀬市と比べ断然に高く、コミュニティがしっかりされているというこ

とがよくわかる。 

 

一通りの説明を頂いた後の質疑では、議会報についてのみならず議会改

革、また議会全体にまで広がり、予定されていた 2時間余もアッという

間に経ってしまった。視察に伺って、これほど盛り上がるというのも珍

しいことだった。通常の視察では、役所の職員の方が説明くださるが、

今回は議員のご説明ということで忌憚のない話ができたのかと思う。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/4/1/410ed2c1.jpg
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午前の視察を終え、帰途への電車までの時間を利用し、黒磯駅前にある

那須塩原市の「市営図書館・みるる」を見学した。 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/e/3/e3d2853f.jpg
https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/7/e/7e9099a2.jpg
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ここは空き時間を利用して視察のため、市のアテンドなしに見て回っ

た。外観も施設の中も素晴らしい図書館としか言いようがない施設だっ

たが、しっかりと今の図書館へのニーズになっている〝賑わいの交流ス

ペース〟として、カフェコーナーなど併設されていることに得心した。 

 

 
 

那須塩原市の景観にマッチし、しかも大正浪漫の駅前のまちづくりに沿

った近代的な図書館で、観光需要のある町としての取り組みを感じた。 

https://livedoor.blogimg.jp/takosuzuki-local/imgs/c/d/cd2874c8.jpg
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清瀬市公明党会派 備品購入報告【事務所費】 

政務活動費収入支出整理簿 【整理番号 ２】 

事務所費 

支出 74,250 円（セット価格） 

 

 

■用 途：議会活動の効率化のため  

 

■購入先：ａｍａｚｏｎ 

 

■購入機種：スキャナー リコーＰＦＵ ＳｃａｎＳｎａｏ ｉＸ１６００ 
【メーカーによる商品説明】ScanSnap iX1600は ScanSnapのフラッグシップ

モデル。4.3 インチのタッチパネルと ScanSnap 史上最速の毎分 40 枚の高速

スキャン、Wi-Fi対応で快適なスキャン環境を提供します。 タッチパネルか

ら目的に応じたアイコン（プロファイル）を選んでスキャンするだけの直観

操作。アイコンは保存先やファイル形式などユーザーにあわせてカスタマイ

ズできます。 

 

裁断機 プラス 自炊裁断機 ＰＫ-２１３ 
【メーカーによる商品説明】断裁機 PK-213 は、断裁機のイメージ（重い、

場所をとる、断裁に力が必要、刃先が危険）を一新、軽い力で断裁できる切

れ味と小型・軽量、安全設計を実現した折りたたみ式断裁機です。 デスクに

置いて使うことを考慮したコンパクトボディーと本体カラー（ホワイト）で、

ご家庭、学校、オフィス等、使う場所を選びません。 

 

■購入目的 

今般、清瀬市議会として「議会ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーショ

ン）」の一環として、デジタル端末を配備した。これは、行政全体として

業務の効率化とペーパーレス化に取り組む中、議会においてもこれに倣う

取り組みとして、現在も議会として議会改革検討会の一部会として議会Ｄ

Ｘ部会を設置し、予算を付けて実行したひとつの形である。 

 

それにより、議会としては紙資料の配布はほぼなくなったが、過去の資料

などは紙ベースとなっている。 

 

そこで我が会派としては、過去の資料含めデジタル化していく目的で、現

在スキャナーとしては最も売れている「Scan Snap」を購入。そして、デ

ジタル化するうえで必要となる裁断機も一緒に購入することとした。 

 

これにより、これまで議会に配布され、今後の研究素材となる資料、例え

ば「第４次長期総合計画」冊子などのデジタルが短時間でできるなど、議

会活動の効率化が劇的に図られた。 
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